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鋳造業で発生する産業廃棄物を有価物にするための研究
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鋳物砂は繰り返し使用により性状が変化し、鋳物廃砂（産業廃棄物）となる。鋳物廃砂の再利用先
は限られ、受け皿が不足すると埋立処分に回る課題がある。そのため特性に応じた適切な有効利用
先の拡大が求められる。

①鋳物廃砂の発生工程ごとの特性把握と再資源化に適した分類
②業界内外の用途評価と再利用ルートの確立
③土壌環境基準 【環境庁告示第46号】 の適合に向けた不溶化条件の検証

①蛍光X線分析により、鋳物廃砂の種類は3分類（砂系／砂＋鉄混合系／鉄系）に分けられた。
 再資源化対象の86％が砂系であることを確認した。
②業界内の砂材料としての再利用ルートを確立。年間約730トン（再資源化対象の10.4％）の

 産業廃棄物削減が見込まれる。
③土壌環境基準の特定有害物質の不溶化には、フッ素に対しては「硫酸カルシウム塩＋リン酸

 カルシウム塩系」、 砒素に対しては「酸化カルシウム系」が有効であることを確認した。

鋳物廃砂の分類
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不溶化検証 （5種類の不溶化材を3wt%添加時）

フッ素溶出量 砒素溶出量

添加前：0.041 mg/L 基準：0.01 mg/L添加前：2.9 mg/L 基準：0.8 mg/L

フッ素溶出量の比較グラフ
添加前2.9 mg/Lが不溶化材4 添加後0.66 mg/Lに低減

砒素溶出量の比較グラフ
添加前0.041 mg/Lが不溶化材1 添加後0.005 mg/Lに低減
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